
平成２４年第１回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
２番 
 小 松   晃 

 

 
１．平成２４年度町政執

行方針について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．小中学校の統合等を

検討する時期がきてい

るのではないか。 

 
（１）選挙公約のトップにも掲げていた、早期健

全化団体からの脱却の目途がたった新年度に

向け、疲弊した町の経済をどう立て直すのか。 
（２）「雇用対策や地域経済の活性化対策に取り

組む」と述べているが、これをどう予算に反

映させたか。 
（３）平成２２年第４回定例会でも質問したが、

道道洞爺虻田線（インター通）の現事業区間

の完成を踏まえ、これの延伸整備に向け、こ

の１年間をどう取り組んだのか。また、これ

の見通しは。 
（４）東日本大震災の教訓を踏まえた津波災害

対策ももちろん急いで進めなければならない

が、次の噴火に向けての折り返し点に近いか、

過ぎているかもしれない今、これに向けた避

難対策、避難訓練を何度かしておく必要があ

ると思うが。 
（５）国民健康保険税の収納向上に努めるとあ

るが、慢性的になっている３分の１の未納分

についてどう改善するのか。その秘策はある

のか。昨年も述べているが成果のほどは。 
 
（１）教育行政執行方針にもこのことかなと思わ

れることが述べられているが、昨今の人口減

や少子化等で児童生徒数が１０数年前の半分

くらいまでになっていることから、今から検

討しておく必要があるのではないかと思うが。 

① 
 



平成２４年第１回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ６番 
 佐々木 良一 

 

 
１．まちづくりについて 

 
（１）洞爺湖町が誕生して６年目を迎えます。 
この間、国際社会、国内情勢の変化は激しい。

また、日本は人口減少化社会に突入しています。

この変化に対応すべく改めてまちづくりについ

て考えを新たにする時と思われます。 
  ①前段として国際社会、国内の変化をどう捉

えているか。 
 ②まちづくり総合計画見直しの最重要課題は。 

  ③新たな定住と交流を生む都市基盤作りの特

色は。 
  ④自然と共生する快適環境のまちづくり洞爺

湖町の最大のセールスポイントは。 
  ⑤交流と活力に満ちた元気産業のまちづくり

の具体策は。 
   ・現在の各産業別（農業・漁業・商工・観光）

のＧＤＰは。 
   ・若者による異業種間交流支援内容とねら

いは。 
   ・「しあわせのパン」効果を地域活性化にど

う向けていくか。 
・ＮＰＯワンストップサポート事業のよう

なものをどう育てていくか。 
   ・町内地域経済の地域循環型を目指すべき

では。 
  ⑥人づくりについて、人間性豊かな人材育成

の手立てと体制づくりは。 
  ⑦文化芸術進行の具体策は。 
  ⑧協働・自立のまちづくりについて 

・住民自治のまちづくりとは。 
・地域担当職員制度の見直しと活用法は。 
・まちづくり審議会の今後の役割は。 
・町内外の人材を活用した町政ブレーンづ

くりについての考えは。 

② 
 



平成２４年第１回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ３番 
 松 井 保 明 

 

 
１．公文書の取り扱いに

ついて 
 
 
 
 
２．都市計画道路（３・４・

７海岸通）について 
 

 
（１）町として公文書の保存、管理、作成につ

いてどうあるべきか。 
（２）公文書が町民の共有財産として対応する

にはどうあるべきか。 
（３）公文書管理条例の制定についての考えは。 
 
（１）工事内容は。 
（２）着工時期の見通しは。 
（３）町財政投入とその効果は。 
（４）まちづくり総合計画の中での位置づけは。 

③ 

 ４番 
 立 野 広 志 

 

 
１．地域を知ることは災 
害を知ること。ジオパ 
ークの推進と地域ぐる

みの防災活動の推進に

ついて。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．住宅リフォーム支援

事業を使い勝手の良い

制度に改善し、更に大

きな経済効果を生みだ

すべきと思うが 

 

 
（１）ジオパーク推進協議会事務局を担う町とし

て、来年度のＧＧＮ（世界ジオパークネットワ

ーク）再審査に向けた対応と改善内容につい

て。（認定の際指摘のあった改善すべき項目） 
（２）新たな「洞爺湖町ボランティア観光ガイ

ド」の目的、役割、認定の方法、他の既存団

体との関係・連携をどのようにはかるのか。

（３）ジオパークの理念をとらえ、地質・自然・

歴史・人間の営みを知り、暮らしに活かすこ

と。特定の団体や個人の取組ではなく、地域

ぐるみ、住民全体でとらえる努力が将来の災

害への備えともなりうるもの。ジオパーク活

動において、更に子どもたちや地域住民に防

災教育を推進するとともに、災害時における

支援の方法について学校教育、地域講座、健

康づくりやイベントなどの機会を設けて準備

すべき時期にあると思うが。 

 
（１）改善提案に対する検討経緯は。 

（２）少額リフォーム工事や他助成併用工事に

も適用させ、利用者と経済効果を拡大する努

力をすべきと思うが。 

 

④ 



平成２４年第１回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
４番 
 立 野 広 志 

 
３．人間らしい高齢者の

尊厳を確立する「介護

者支援条例」の策定を 

 
（１）町高齢者福祉計画及び第５期介護保険事業

計画の内容について 

①保険あって介護なしの問題点を改善するも

となっているか。 

 ②計画立案とパブリックコメントのあり方に

ついて。 

 ③介護保険料の抑制に全力を尽くしているか。

 ④特養待機者の解消に向けた計画はあるか。

 ⑤サービス利用率を引き上げるための利用料

の軽減策はあるか。 

（２）人間らしい高齢者の尊厳を確立する「介

護者支援条例」を策定する考えは。 

 

④ 

 ８番 
 岡 崎   訓 

 

 
１．交通安全対策について 
 
 
 
 
 
 
２．雪国洞爺の除排雪に

ついて 

 
（１）町道洞爺１０号線といこいの家の前の

交差点に一時停止の標識を設置すべきと思う

が町の考えは。 
（２）町道２号線と洞爺８号線の交差点（洞爺

歯科診療所横）の一時停止の標識を見通しの

良い位置に移動すべきと思うが町の考えは。 
 
（１）町道の除雪について、除雪車の出動は積

雪何センチと決まっていると思うが、除雪体

制について伺う。 
（２）排雪について、現在どの様な状況となっ

ているか伺う。 
（３）道道虻田洞爺線の中心市街地歩道の排雪

を要望すべきと思うが町の考えは。 

⑤ 

 



平成２４年第１回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
９番 
 下 道 英 明 

 

 

１．町内外の児童・生徒 
の交流について 
  
  
  
  
  
  
  
  

 

 

 

 

 

 

 
  
２．町内のエネルギー利

活用について 

 
（１）「子ども議会」を提案して久しいが、発表

会など試行的に実施し前進しているがさらに

発展的に虻田小学校、温泉小学校、とうや小

学校の３校合同実施はできないか。 
（２）香川県三豊市との交流が全町の小学生を

対象とすべく検討しているが、具体的な方向

性を伺う。 
（３）町内の中学校の修学旅行を合同で実施し

てはどうかと以前、お伺いしたが、実施でき

ない障壁は何か。 
（４）昨年、温泉小学校・温泉中学校の合同運

動会が行われたが、子ども達の交流促進で「３

地区合同運動会」の実現は。 
（５）少子化が加速する中で少人数教育のメリ

ットを享受しつつ、町内の学校が集まり、多

くの友達を作って卒業していく環境整備が何

かできないか伺う。 
 
（１）自然を生かした電力への転換が促進され

ているが、３．１１.以降町内にある電力会社
と洞爺湖の湖水の利活用について協議、模索

などしているかを伺う。 
（２）町内にある水力発電所の出力アップなど

が図られれば、再設備投資などによる固定資

産税などの税収増になるが、企業誘致ならぬ

設備投資の誘致など、財政健全化への出口の

削減だけでなく、入口の財政、稼ぐ政策につ

いて今後の展望は。 
（３）全国の自治体では、電力会社と連携し小

水力発電の売電で新たなる収入源をたたき出

している。環境サミットを開催した町として、

「自然の恵みを町民の恵み」にかえる考えは。 

⑥ 

 



平成２４年第１回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
１３番 

 七 戸 輝 彦 
 

 

１．平成２４年度町政執

行方針について 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

２．財政健全化と町内事

業者のひっ迫した状況

について 
  
  
  
  

 
（１）「漁業経営がひっ迫する事態を懸念」とあ

るが、具体的に懸念されている事と考えうる

対策は何か。 

（２）観光振興策について 

①昨年度の入込数と本年度の予想数は。 

②執行方針に挙げられている施策のうち、

本年度の新しい企画は何か。 

（３）保健、医療、福祉について。 

①子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌ワク

チンの実施実態と今年の啓発活動につい

て伺いたい。 

②新聞等で話題になっているが、口腔がん

検診推進事業について詳しく伺いたい。

③昨年度福祉灯油の支給は実施されたのか。

また、本年はどのように考えているのか。

  

（１）町の財政健全化が進めば進むほど、建設

業を中心とした町内事業者の仕事が減り続け

ている。町の事業は住民のために行うもの 

 であり、特段、事業者のためではないにして

も、予定指数を余りにも下回る事業の抑制は、

町の経済を暗くはしていないか。 
 

⑦ 

 １１番 
 沼 田 松 夫 

  
１．漁業振興策について 
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 
（１）大磯漁港の完成が平成２６年になること

が確実になってきたが、その後の利用計画に

ついて伺う。 
 ①１５年経つと改めて見直しが当然必要と思

うが、町の考えは。例えば、ナマコの養殖

施設などを考えてみてはどうか。 
（２）今年もホタテに不要なザラボヤなどが大

量に着いていると聞くが、支援策は考えて

いるのか。 
 

⑧ 



平成２４年第１回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 １１番 
 沼 田 松 夫 

 
２．観光振興策について 
 
 
 
 
 
３．町営住宅の管理計画

について 

 
（１）現民主党政権が進めている、泊・食分離は

洞爺湖温泉においてはどこまで進んでいるか。 
（２）新しい長期間のイベントや新たな宿泊客

獲得策を幅広く考える時が来ていると思うが

町の考えは。 
 
（１）過去には清水団地４２戸（築５１年～

４３年）の建替計画があったが、どのように

なっているか。 
（２）洞爺地区にも築４１年～４０年のものが

２４戸あるが、利用度はどのようになってい

るか。 
（３）町営住宅長寿命化計画や、洞爺湖町住生活

基本計画を策定するとあるが、民間の賃貸住宅

との整合性はどのようにとっていくのか。 
（４）退去時にはどのような検査を行っている

のか。また、修理費等でトラブルはないか。 
（５）犬や猫の飼養はあるのか。また、犬や猫

とともに住める住宅は作れないか。 

⑧ 

 １２番 
 大 西   智 

 

１．農業研修センターと

れたの今後の運営につ

いて 

 

 

２．洞爺湖町の人口減に

ついて 

 
（１）専門的な技術を持った職員で行われている

土壌分析等を今後どのように考えているのか。 
（２）農業研修センターをひとつの核とした農

業振興は考えられないか。 
 
（１）少子高齢化、出生率の低下をどのように

考えているのか。 
（２）観光業をツールとした定住対策について、

現在の取組状況と今後の展望は。 

⑨ 

 



平成２４年第１回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ５番 
 板 垣 正 人 

 
１．町政執行方針について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．ジオパークについて 

 
（１）洞爺湖温泉大通り線の大型車両通行による

振動や騒音の問題で、今できる改善策を考える

べきと思うが町の考えは。 
（２）災害時における被災者支援システムの内

容は。 
（３）ＡＥＤを民間施設の協力を得るとあるが、

その内容は。 
（４）洞爺湖地場産品協同組合への町の支援内

容と今後の予定は。 
（５）洞爺湖町ボランティアガイドについて、

町の考えは。 
（６）救急医療情報キット交付事業について、

進捗状況と今後の対応は。 
 
（１）ジオパーク推進課の業務の内容と今後の

予定は。 
（２）ジオパークについて、町民に対する認知度

が低いと思われるが町としてのＰＲ対策は。 

⑩ 

 


